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哲史のTETSU学

第189回
通常国会

会期延長

「軽減税率」
の問題点



議
員
活
動
報
告

2月6日2月23日2月24日3月27日 3月1日3月3日

民主党代表選
（臨時党大会）

連
合

「
2・24
決
起
集
会

S
T
O
P 

T
H
E 

格
差
社
会
」

請
願
デ
モ

第
1
8
9
回

通
常
国
会
開
会

決
算
委
員
会

（
全
般
質
疑
）

東
日
本
大
震
災

復
興
及
び
原
子
力

問
題
特
別
委
員
会

視
察（
福
島
）

民主党代表に
岡田克也議員を選出。

全
閣
僚
出
席
で
初
の
総
理

入
り
、N
H
K
テ
レ
ビ
中
継

入
り
の
中
で
質
問
。ま
た
、

5
月
11
日
の
省
庁
別
審
査
、

5
月
25
日
の
准
総
括
質
疑

で
も
質
問
。

7
月
7
日
に
も

世
界
銀
行
、国
連
大
学
を

視
察
。

1月18日
1月26日 2015年

民
主
党

定
期
党
大
会

財
政
金
融
委
員
会

視
察（
中
小
企
業・

日
銀
分
館
視
察
）

東
日
本
大
震
災

復
興
及
び
原
子
力

問
題
特
別
委
員
会

（
大
臣
所
信
質
疑
）

P
D
C
A
の
観
点
か
ら
、総
理
の

施
政
方
針
演
説
に
つ
い
て
質
す

い
そ
ざ
き
議
員

現
在
も
会
期
延
長
中
の
第
1
8
9
回
通
常
国
会
に
お
い
て
、

い
そ
ざ
き
議
員
は
数
多
く
の
質
問
に
立
っ
て
い
ま
す
。

生
活
者
、納
税
者
、消
費
者
、働
く
者
の
立
場
に
立
っ
た

い
そ
ざ
き
議
員
の
主
張
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

安
倍
総
理
を
は
じ
め
、全
閣
僚
が
出
席
す
る
決
算
委
員

会
で
質
問
に
立
つ
。効
率
的
・
効
果
的
な
予
算
編
成
の
た

め
に
は
決
算
の
十
分
な
振
り
返
り
が
不
可
欠
。小
さ
な

改
善
の
サ
イ
ク
ル
、大
き
な
改
善
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返

し
、積
み
上
げ
て
行
く
こ
と

が
財
政
の
健
全
化
に
向
け

て
大
切
だ
と
主
張
し
た
。

麻
生
財
務
大
臣
と
自

動
車
関
係
諸
税
に
つい

て
議
論
を
行
う
。創

設
し
た
理
由
や
時
代

背
景
が
変
わ
っ
て
い
る

な
ら
、そ
れ
に
配
慮
し

た
見
直
し
が
必
要
と

主
張
。麻
生
大
臣
か

ら
、「
自
動
車
に
は
税

が
掛
か
り
過
ぎ
て
い

る
」と
い
う
認
識
を
引

き
出
せ
た
の
は
、大
き

な
収
穫
だ
っ
た
。

竹
下
復
興
大
臣
の
所
信
に
対
し
て
、メ
ン
タ
ル
疾
病
の
発

症
状
況
や
放
射
性
廃
棄
物
の
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
搬

送
方
法
な
ど
を
確

認
。住
民
の
不
安
を

取
り
除
く
た
め
、各

情
報
を
ウ
ェ
ブ
で
公

表
す
る
だ
け
で
な

く
、き
ち
ん
と
説
明

す
る
こ
と
が
住
民
に

寄
り
添
う
こ
と
だ
と

主
張
し
た
。

予算もPD
CAで

振り返るべ
きだ!

自動車関係諸税は複雑。
健全な姿ではない！

91 1

自
動
車
関
係
諸
税
が

九
種
類
も
あ
る
理
由
は
?

2

無
関
係
な
事
業
に
復
興
資
金
が

使
わ
れ
な
い
よ
う
チ
ェッ
ク
を
！

3三
党
合
意
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、消
費
税
引
き
上
げ
の
延

期
を
報
告
す
ら
し
な
い
安
倍
政
権
は
不
誠
実
。そ
の
上

で
、消
費
税
引
き
上
げ
の
際
の
低
所
得
者
対
策
の
遅

れ
、景
気
判
断
条
項
の
削
除
、法
人
税
の一
律
引
き
下

げ
、自
動
車
関
係
諸
税
の
ユ
ー
ザ
ー
負
担
増
な
ど
、反
対

理
由
を
述
べ
た
。

「
所
得
税
法
等
の一部
を
改
正
す
る

法
律
案
」に
反
対
討
論

4
現場主義を

第一に

リーダーシップの発
揮を！

3

2

民主党は生活の場を起点として、日本の再生に取り組む

4

つ
の
主
張



3月27日3月26日
〜

4月26日
6月24日

〜
9月27日

所
得
税
法
等
改
正
案
に

対
し
、反
対
討
論
。

東
日
本
大
震
災

復
興
及
び
原
子
力

問
題
特
別
委
員
会

（
大
臣
所
信
質
疑
）

3月31日

本
会
議

（
反
対
討
論
）

統
一
地
方
選
挙

2月6日
 決算委

員会

〈主な答弁
者〉安倍総

理大臣・麻
生財務大

臣・甘利経
済

財政政策
担当大臣

・高市総
務大臣・太

田国土交
通大臣

予算もPD
CAで

振り返るべ
きだ!

3月26日 財政金融
委員会

〈主な答弁者〉麻生財
務大臣

自動車関係諸税は複雑。
健全な姿ではない！

1

3月27日
 復興特

別委員会

〈主な答
弁者〉竹下

復興大臣

現場主義を
第一に

リーダーシップの発
揮を！

3

4月23日 財政金融委員会〈主な答弁者〉黒田日銀総裁

物価上昇2%よりも国民経済の健全な発展が最終目標！

5月11日 決算委員会
〈主な答弁者〉太田国土交通大臣

事業や財源の管轄、
責任の所在を明確に！

3月31日 本会議反対討論

民主党は生活の場を起点として、日本の再生に取り組む

4

5月19日 財政金融委員会
〈主な答弁者〉麻生財務大

臣

物価目標達成には、三本
の矢が揃うことが必要だ

5月25日
 決算委員

会

〈主な答弁
者〉麻生財

務大臣・山
口IT政策担

当大臣

補正予算に
偏りすぎて

、

大胆な施策
が打てない

8

7

3
月
26
日
の
自
動
車
関

係
諸
税
に
続
き
質
問
。

5
月
19
日
に
も
日
銀
の

金
融
政
策
を
テ
ー
マ
に

質
問
。

4月23日

財
政
金
融
委
員
会

（
日
銀
報
告
に

対
す
る
質
疑
）

7
月
6
日
に
は
、宮
城
県

も
視
察
。

特
許
法
等
改
正
案
な
ど

に
つ
い
て
民
主
党
を
代
表

し
て
登
壇
、質
問
。

歴
代
2
番
目
に
長
い

（
2
4
5
日
間
）国
会
と

な
り
ま
し
た
。

4月27日

民
主
党
東
日
本

大
震
災
復
旧・

復
興
推
進
本
部

視
察（
茨
城
）

6月12日

Ｉ
Ｔ
Ｓ 

J
ａ
ｐ
ａ
ｎ

総
会
交
流
会

6月17日

本
会
議

（
代
表
質
問
）

会
期
延
長

（
95
日
間
）



2
年
前
、「
2
年
程
度
で
2
％
」の
物
価
安
定
を
目
標

と
し
て
い
た
が
、現
在
ゼ
ロ
％
で
あ
る
原
因
を
質
し
た
。来

年
も
同
様
の
議
論
を
し
て
い
る
と
、日
銀
政
策
に
対
す
る

信
頼
性
が
落
ち
る
。原
油

価
格
の
変
動
な
ど
の
、リ

ス
ク
を
見
込
ん
だ
金
融
政

策
を
考
え
て
行
く
べ
き
こ

と
を
主
張
し
た
。

太
田
国
土
交
通
大
臣
ら
に
、国
土
交
通
省
が
所
管
す
る

特
別
会
計
の
空
港
周
辺
環
境
対
策
費
と
、総
務
省
が

所
管
す
る
航
空
機
燃
料
譲
与
税
の
使
途
や
事
業
が
重

複
し
て
い
る
と
指
摘
。民
間
の
活
力
を
取
り
入
れ
発
揮

し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、体

制
を
一
元
化
し
て
効
率
化

す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。　　

　

岩
田
日
銀
副
総
裁
に
対
し
、

物
価
安
定
目
標
2
％
が
達

成
で
き
な
い
の
は
、通
常
の
金

融
メ
カ
ニ
ズ
ム
以
外
の
要
因
が

影
響
し
て
い
る
点
を
確
認
し
、

金
融
政
策
だ
け
で
は
目
標

達
成
は
困
難
で
あ
る
と
指

摘
。麻
生
財
務
大
臣
か

ら
、日
銀
の
金
融
政
策
だ

け
で
な
く
、ア
ベノ
ミ
ク
ス
二

本
目
、三
本
目
の
矢（
財

政
政
策
と
成
長
戦
略
）が

不
可
欠
と
の
答
弁
を
引

き
出
し
た
。

補
正
予
算
に
頼
っ
た
中
小
企
業
政
策
の
下
で
は
、企
業

は
事
業
計
画
を
立
て
づ
ら
い
た
め
、当
初
予
算
で
き
ち
ん

と
手
当
す
る
よ
う
主
張
。Ｉ
Ｔ
Ｓ
構
想
に
は
、自
動
走
行

の
技
術
的
な
ロ
ー
ド
マッ
プ
だ
け
で
な
く
、社
会
シ
ス
テ
ム

全
体
の
将
来
像
と
戦
略
が
必
要
。そ
の
た
め
の
政
府
機

関
、指
揮
系
統
が
必
要
と
主
張
し
た
。

特
許
権
を
発
明
当
初
か
ら
企
業（
法
人
）に
帰

属
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
と
い
う
特
許
法

等
改
正
案
に
つ
い
て
、代
表
質
問
。技
術
の

進
歩
と
発
展
や
、世
紀
の
大
発
明
の
機
会

損
失
が
懸
念
さ
れ
な
い
か
、研
究
者
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
確
保
さ
れ
る
の
か
、宮
沢

経
済
産
業
大
臣
の
見
解
を
質
し
た
。

黒
田
総
裁
ら
に
、い
わ
ゆ
る

「
日
銀
報
告
」に
つ
い
て
質
問

5

7

空
港
環
境
整
備
を

効
率
的
に
進
め
る
体
制
を

6

日
本
の
産
業
の
根
幹
で

あ
る
中
小
企
業
を
支
え
る
政
策
を

8

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
経
験
を

ふ
ま
え
て
主
張

9

4月23日 財政金融委員会〈主な答弁者〉黒田日銀総裁

物価上昇2%よりも国民経済の健全な発展が最終目標！

5

5月11日 決算委員会
〈主な答弁者〉太田国土交通大臣

事業や財源の管轄、
責任の所在を明確に！

6

5月19日 財政金融委員会
〈主な答弁者〉麻生財務大

臣

物価目標達成には、三本
の矢が揃うことが必要だ

6月17
日 本会

議代表
質問

世紀の
大発明

の機会

損失に
ならな

いか？
9

7

まとめ
ま
だ
ま
だ
、様
々
な
問
題
が
山
積
し
て
い

る
今
国
会
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も
ひ
と
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

今
後
も
、い
そ
ざ
き
議
員
の
活
躍
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

ま
だま
だ

物
価
上
昇
に
は
政
府
の
財
政
政
策
、

成
長
戦
略
が
不
可
欠

〈主な
答弁者

〉宮沢経
済産業

大臣



メリット・デメリット給付付き税額控除と
複数税率（軽減税率）の

給付付き税額控除 複数税率（軽減税率）

制度概要

恩恵の
わかりやすさ

制度の
公平性、安定性

財源・事務コスト

日常での実感が薄い

新たな利権が生じない
個人情報保護の対策が必要

巨額の財源は必要なし

買い物時に違いを実感

対象品目の線引きが難しい
利権発生の恐れが高い

対象品目増＝税収減で
　さらなる増税が必要
中小事業者の事務負担増

低所得者対策
（負担軽減）

負担軽減効果は高い
低所得者を中心に
対象を絞ることが可能

負担軽減効果は低い
高額所得者に恩恵大

食料品等の
消費税率を軽減

　減税することで負担を軽減
減税ができない分は給付にて対応

ま
だ
ま
だ
、様
々
な
問
題
が
山
積
し
て
い

る
今
国
会
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も
ひ
と
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

今
後
も
、い
そ
ざ
き
議
員
の
活
躍
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

哲史の
TETSU学2012年、民主党政権時に民自公の3党

合意に基づき、消費税増税を決めた税制
抜本改革法が制定されました。その中で、
低所得者対策として「給付付き
税額控除」方式と「複数税率
（軽減税率）」方式を検討する
ことが規定されていますが、議論
が進んでいません。今回は、両
方式のメリット・デメリットについて
TETSU学します。

未だに与党内
では「複数税率」のみ
議論され「給付付き
税額控除」については
議論されていない！
両案を検討するという

法律に違反！

3月26日の
麻生財務大臣の答弁は

「今、与党が軽減税率制度
を検討していると承知。
政府としては、与党の検討
を踏まえる」と後ろ向きな

答弁のみ。

第七条一項
消費課税については、消費税率の

引上げを踏まえて、

次に定めるとおり検討すること。

イ　低所得者に配慮する観点か
ら、『番号制度』（マイナンバー

　　制度）の本格的な稼働及び定
着を前提に、（中略）給付付き

　　税額控除等の施策の導入につ
いて、（中略）総合的に検討する。

ロ　低所得者に配慮する観点か
ら、複数税率（軽減税率）の

　　導入について、（中略）総合的
に検討する。

※2012年8月22日制定

税制抜本改革法

※条文を読みやすくするため、文言
を削除。（　）内の文言は条文に含

まれない。

200万円未満
0

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%消
費
税
が
年
間
収
入
　
　
　
に
占
め
る
比
率

世帯年収階級
～1,000万円 ～1,250万円 ～1,500万円～500万円 ～600万円 ～800万円～300万円 ～400万円 1,500万円以上

一律税率（10%）

消費税率10％時に生鮮食品に軽減税率（7％）
を適用した場合と給付付き税額控除の比較

2017年4月には消費税10％への引上げが決まり、これ以上検討を先送りにはできません。すぐにでも「給付付き税額控除」方式と、「複数税率（軽減税率）」方式の両案の議論を行う必要があります。

低所得者
対策では明らかに
給付付き税額控除
が適している
（下記グラフ参照）

小売業界
を含めた多くの
経営者団体も
複数税率に
  強く反対。

マイナンバー
制度は施行待ち。
個人情報保護の
万全な対策が

必要。

給付付き
税額控除なら

低所得者ほど税負担
率を低く抑える
ことが可能

軽減対象の拡大によ
り税収が減れば、消費
税のさらなる引上げ圧
力が強まる。軽減税率
を適用しているヨー
ロッパでは、制度の見
直しの動きあり。

業界と政治の癒着が生
まれる可能性大!?

マスコミは新聞を軽減
対象とするよう希望。
給付付き税額控除を報
道しない理由か？

ドイツでは、店内で食べ
るハンバーガーは標準
税率、持ち帰りは軽減
税率。フランスでは、マー
ガリンは標準税率、バ
ターは軽減税率。

日本は、パンは標準税
率？ 米は軽減税率？

世論調査で
複数税率の支持
が高いのは、

この部分にメリット
があるから。

｢給付付き減税控除」を
検討していないのは法律違反！ 「軽減税率」

の問題点

出典：中央大学法科大学院教授 森信茂樹氏作成資料より

軽減税率（生鮮食品）
給付付き税額控除

負担感が
高い

負担感が
低い
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国
会
議
員
と
な
っ
て
か
ら
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

一
年
目
に
比
べ
国
会
で
の
発
言
機
会
は
増
え
て
い
ま
す
。

２
月
に
は
、
全
閣
僚
が
出
席
し
、
T
V
中
継
も
入
っ
た
委
員

会
で
の
質
疑
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
ず
っ
と
気
に
留
め
て
き
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
が

現
場
で
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
現
状
を
ど
う
思
っ
て
い

る
の
か
、
将
来
ど
う
い
う
姿
を
望
ん
で
い
る
の
か
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
が
生
活
者
、
働
く
者
の
代
表
と

し
て
発
言
、
行
動
が
で
き
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

委
員
会
質
問
な
ど
を
重
ね
る
に
つ
れ
、「
職
場
原
点
」
の

視
点
こ
そ
が
、
私
の
政
治
活
動
の
一
番
の
武
器
に
な
る
と
の

思
い
を
さ
ら
に
強
め
て
い
ま
す
。

　

今
国
会
は
、
ま
さ
に
「
安
保
国
会
」
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
国
を
守
る
こ
と
の
議
論
は
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
ス

タ
ー
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
20
年
後
、
50
年
後
の
平
和
を

築
い
て
い
く
た
め
に
も
、
国
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
政
治

は
決
し
て
怠
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
安
保
の
陰
に
隠
れ
て
同
じ
く
ら
い
大
き
な
問
題
で

あ
る
、
地
方
創
生
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
地
球
温
暖
化
対
策
、

金
融
・
経
済
政
策
、
財
政
健
全
化
、
労
働
法
制
な
ど
の
重
要

な
政
治
課
題
が
積
み
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
つ
い
て
、そ
の
中
身
と
と
も
に
、
我
々
の

政
策
や
理
念
を
わ
か
り
や
す
く
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
く
こ
と

も
、
政
治
家
の
大
切
な
役
割
の
ひ
と
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
職
場
で
の
活
動
と
私
の
国
会
で
の
活
動
が
ス
ク

ラ
ム
を
組
ん
で
、
よ
り

働
き
や
す
い
、
生
活

し
や
す
い
環
境
を
実

現
す
る
た
め
に
、
共

に
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

2
年
間
を
振
り
返
っ
て

ISOGABA
哲史

皆様に会うために、全国を駆け回っています！
各地での各種会合・イベント等40件に参加
しました。国会で45件の訪問を受けました。

いそがば
2015.1/5～7/25

参議院議員


